日体大長距離記録会結果　　　12月1日（土）・2日(日)　　健志台

～記録ラッシュ！！出場者全員が自己新・大学新～

～三代川・柱が10,000ｍで31分台達成～

5,000ｍ　　　柱　　　欽也（2年）　　　15分09秒14

　　　　　　　　三代川淳一（2年）　　　15分22秒23　　　　自己新

　　　　　　　　増田　　　啓（1年）　　　16分57秒96　　　　大学新

　　　　　　　　瀬川　陽平（1年）　　　 16分03秒49　　 　大学新

　　　　　　　　金子　政春（1年）　　 　16分19秒45　　　　大学新

※柱（2）は14分台を狙っての走りだがまたしても15分09秒台、14分台への壁に苦しんでいるが、諦めず粘り強く練習を積んでいれば必ず爆発する時が来る。三代川（2）は3年ぶりの自己新達成！高校時代と違って彼の強い意志で勝ち得た記録だけに自信となっただろう。まだまだ、記録は伸びる。増田啓（1）は箱根予選会以降長距離への意欲が湧いてきたようだ。16分台達成で箱根予選出場資格獲得。瀬川（1）は15分台を目指したがわずかに及ばず残念であった。少しづつではあるが確実に高校時代の力が戻ってきている。金子（1）も15分台を狙っていたが、3000ｍ以降持病の膝痛が出てしまい失速してしまった。彼の膝痛は成長時に見られる痛みかと思われる。まだ、身長の伸びが止っていない。

10,000ｍ　三代川淳一（2年）　　31分42秒74　　　自己新

　　　　　柱　　欽也（2年）　　31分50秒53　　　自己新

　　　　　小山田典洋（1年）　　32分53秒47　　　自己新

※三代川（2）は2日連続の自己新記録！昨日の5,000ｍでマメを作っていたがその影響は全く感じられない走りであった。入りの3,000ｍまでは昨日と全く同じペース、4,000ｍ以降は先頭集団からずるずると落ちそのまま失速するかと思われたが、1,000ｍ3分15秒前後をしっかり維持できたことがこの記録につながった。心身ともに大きく成長してくれている。

柱（2）はペース走のつもりで臨みその通りの走りをしてくれた。昨日の5,000ｍではスピードの切り替えが出来なかったが、自己ベストを意識したところからスピードアップがしっかり出来た。小山田（1）は3,000ｍ以降ずるずると後退してしまったが、1㌔3分20秒以内でとどまってくれた。悪いながらも自己ベストが出せるところに成長が感じられる。

この2日間の素晴らしい結果は夏場の厳しい練習の成果の現れ、練習は裏切らない事を証明してくれた。8・9日の記録会が楽しみだ。










